
NPO 法人近畿水の塾 

平成 28 年度事業詳細報告 

平成 29 年 6月 





■日時：平成28年７月23日(土)～7月24日（日）  

■場所：瀬田川中ノ島から瀬田川洗堰、ウォーター

ステーション琵琶 

■7月 23日（1日目）  9:30～受付 

09:30瀬田唐橋中ノ島鳥居川水位観測所前集合 

10:00出発：京都大学ボート部艇庫見学 監督の木

下巌さんに説明を受ける。おためしで4台の訓練

台で練習。各自昼食。ヨシうどん300円。 

12:00ウォーターステーション琵琶到着。 

13:30笛吹童爺によるヨシ笛演奏。「夏の思い出」 

日本ヨシ笛協会、アンサンブル湖南が参加 

「ふるさと」「琵琶湖周航の歌」演奏。13:40 

13:55シンポジウム開始 

■澤井健二実行委員長あいさつ 

1999年第1回、琵琶湖の淀川流域水環境交流会

を実施した。今回滋賀県では3回目。今年はハスが

咲かないらしい。日吉ダムも楽しかった。天若湖ア

ートプロジェクト、枚方、神崎川、大和川などを経

て、和歌山に行った時に「近畿」という名称になっ

た。伏見、木津川、寝屋川、由良川でも3年前にし

た。昨年は宇治川巨椋池をテーマとした。今回は瀬

田川ぐるり散歩道ができたので散歩した。京都大学

のボート部でわれわれのメンバーの木下さんが監

督をしており、お世話になった。石山寺観光協会展

示もみた。発電所導水路橋など通った。開会にさき

だってヨシ笛演奏ありがたい。アクア琵琶の取り組

みなどお互いの活動紹介したい。井手先生の講演も

したい。Eボートレース、ぜひチャレンジしてほし

い。危険が伴うので気をつけてほしい。 

（大津市長越直美さん代理伊藤副市長さん代読： 

幅広い交流と連携期待したい）。 

■特別講演 瀬田川の歴史と琵琶湖の環境 

滋賀県立大学教授 井手慎司氏 

（絵図の説明）：大正15年は12月 25日から昭

和になった。太湖（たいこ）汽船という会社もあっ

た。琵琶湖疎水も完成していた。京阪坂本線も大津

まで。太湖汽船は経営不振で3年後京阪に買収され

た。 

琵琶湖面積の684平方キロは滋賀県の6分の1。

6分の1田畑。6分の1は市街地。6分の3は山。

100本以上460本の川が琵琶湖に流れる。しかし

流出河川は瀬田川のみ。流れとしては疎水と発電放

水路はあるが、流量は瀬田川が大きい。4000平方

キロが琵琶湖集水域。 

淀川の水の半分は琵琶湖から。瀬田川からの放流

は平均140から150トン／秒。大型バス100立

法メートル程度なので、1.5 倍。琵琶湖の水位は1

日あたり2センチ下がる量。1年間で7.2ｍ下がる

計算。滋賀県降水量は年間1800ミリ。琵琶湖は 

降水量の4倍水位があがる計算。 

依存している府県は、１番目は大阪府、2番目は

兵庫県、3番目が京都府。4番目が滋賀県。 

平成 25年台風25号。瀬田川洗堰の水門は、24

時間全閉（ぜんへい）した。全開放流は 700 立方

ｍ／秒。最大6000立方ｍ／秒流入。水位を1ｍを

下げるのに10日程度かかる。 

2000年になってはじめて800トン／秒、流せ

るようになった。大正時代は 50 トン／秒だった。

従って大洪水が複数回起こった。水害に苦しめられ

る疎通能力しかなかった。いかに瀬田川から流れる

水を少なくするかが課題だった。 

明治 29 年大洪水。琵琶湖が 1.6 倍に。水位が

3.76ｍ高くなった。お寺お宮に水位印あり。 

湖周道路の標準水位（高さ）は 2.6ｍ、明治時代

にその高さにプラス 1ｍ以上が水没した。10 日で

1000ミリ、平成25年18号台風の4倍降った。

出口は今の16分の1の能力しかなかった。 

さすがに明治政府も瀬田川改修にかかった。 

宇治川つけかえ、新淀川開削なども進んだ。大日

山爆発させて 100ｍに広げた。しかし水位が下が

るのも困る。ふだんは水位がほしい。下流としては

雨の時に困こ。上下流の都合を調整するのが南郷洗

堰（なんごうあらいぜき）。明治 38 年完成。今の

瀬田川洗堰は1961年改修されたもの。 

昔は角材を落として閉めた。閉めるのに丸 2 日、

開けるのに丸1日かかった。日本初の路面電車明治

29年、淀川改良工事も。 

■琵琶湖総合開発 

プラス60センチ、マイナス80センチでも大丈

夫なようにした。被害は激減した。総合開発のメリ

ットだろう。 

下水道現在全国で7番目に高い普及率。湖南浄化

センターが引き受けている。 

一方で水面が低くなり、魚の卵が干上がる状況に

なり、産卵もできなくなっている。 

90 年代になり、魚が減少。→生態系に配慮した

水位操作を考えるように。水位を下げない操作開始。

上流か下流、人か魚かではなく、両方の道を模索し

たい。 

問：法律について聞きたい。 

井手：滋賀県：琵琶湖保全再生法は、どちらかとい

うと環境保全、鳥、エコツーリズムなど、幅広いも

の。ハード整備ではない。 

澤井：本題とは違うかもしれないが、ハスが咲かな

いのはなぜだろうか？ 

井手：わからない。水位変動はつづいている。今ま

で茂り過ぎたのに。外来性の生き物の影響かも。長

期的にみたい。 

（２）人と水との関わりに係る事業の企画及び実施

近畿水環境交流会 in 瀬田川



澤井：アシ原の横に、オオバナミズキンバイが増え

ていた。外来種対策は深刻なのか。 

井手：滋賀県が中心に除去作業はしている。南湖周

辺はすごい勢い。赤の井湾は、豊饒の郷さんが除去

している。早期駆除しかないか。現在は重機をいれ

るべきという話もある。 

石中大阪市：益をうけるほうに住んでいる。被害の

保証はどんなものか。税金補填などあれば不公平感

やわらぐかも。 

井手：保証はされていない。嘉田さんは関西広域連

合に提起。橋下さんは好意的だったがほかの人は否

定的だった。むずかしいのは被害総額とか、全閉で

の効果が不明であること。テクニカル含めてまだ熟

していない状況。今現在の放流量は 15トン／秒。 

石田：研究会メンバーに加わっている。上流下流で

どう管理するか話し合いある。補償の問題もある。

そういう動きがある。 

（休憩） 

●15:20～団体発表 久保田進行役：琵琶湖・瀬田

川周辺で活動されている団体から、大阪・奈良の大

和川の団体まで、流域圏内の幅広い団体に集まって

いただき、交流を深めた。 

■7月 24日（2日目）  9:30～受付 

瀬田川河川敷にて、水面利用の実践やEボートレ

ースを実施した。ウォーターステーション琵琶とア

クア琵琶で開催されている「水辺の匠」にも参加。 

水辺の匠に参加されていた家族連れもEボートを

体験。水面利用の実践では、Eボートに乗っての距

離測定の他、スケッチや写真コンテストを実施。 

午後の Eボートレースでは、参加8チームが本気

でボートを漕いで競争、パドルが3本も折れた。 

 優勝はギョッターズ（大阪府河川室）、2位はエ

コシビル部3年生チーム、3位は琵琶湖・淀川流域

連携交流会（BYネット）のみなさん。 

平成 29年度は7月29日(土)30日(日)、八幡市

の淀川3川合流地点で予定されています。 

（報告 久保田 洋一） 瀬田川でEボート体験他のイベントとEボート

レース。

1日目。瀬田川沿いを歩き、京都大学ボート部を

訪問、水の塾の木下監督に話を聞く。体験も。 記念集合写真。

瀬田川洗堰。流れ出る川はこれ 1 本。なお疎水

や関電の発電所への流出もあります。

シンポジウム。井手慎司氏による講演。 



（４）人と水の関わりに係る専門家、実践者、市民及び各種機関等の交流の場の創出 

■日時：平成2９年２月４日（土） 

９：３０～１６：３０ 

■場所：滋賀県危機管理センター 

■主催：淡海の川づくりフォーラム実行委員会／滋

賀県 

■フォーラムの進め方 

公開選考方式でのワークショップにより、活動の

「よいとこさがし」を行い、“川や水辺と共生す

る暮らし”、“川や水辺と私たちのいい関係”につ

いて考える。 

 ①全体発表（午前） 

参加団体（１３団体）が取り組みを発表。 

②テーブル選考（午前） 

３グループに分かれ、全体発表では語りきれな

かった活動について理解を深める。 

③復活選考（午後） 

  ポスターセッション方式により、“キラリ”と

光る団体を全体討論に推薦。 

④全体討論（午後） 

  テーブル選考、復活選考により選考された団体

の活動について議論を深める。 

■参加報告 

〇選考員として参加しました。「古い写真」をきっ

かけに、共通の話題として住民に河川に関心を持

ってもらうという琵琶湖河川レンジャーの活動、

郷土料理がおふくろの味として琵琶湖の水につ

ながっていること、食材をつくった人や料理を教

えてくれた人との交流を「滋賀の郷土料理博物

館」とした渋川小学校の発表などがありました。 

（南 隆雄記） 

〇印象に残した発表 

・京都市内の廃村、大見村を改めて復活さそうと言

う取組「大見新村：廃村復活取組！」。河川塾で、

披露して貰いたい運動です。大藤寛子さん。但し、

現時点、全く未調整ですが・・。 

・釣り人による河川清掃。枚方市の津熊操さん。川

釣りに行って、釣りをせずに川清掃をする取組。 

山道さん登場の亀岡市での「川ゴミ」シンポジウ

ムへの紹介。参加。 

〇その他、三日月大造滋賀県知事、ええ男。嘉田元

知事の参加のない会でしたが、部分参加。受賞し

た子供達と全員握手していました。 

（福廣 勝介記） 

（報告 福廣 勝介・南 隆雄） 

■会場風景［出典：滋賀県ＨＰ］ 

第10回 淡海の川づくりフォーラム

①全体発表 

②テーブル選考 

④全体討論 

③復活選考（ポスターセッション） 




























